
施設名 施設所管課

１　資産の概要

⑴　所在地，構造，売却見込み額等

京都市右京区太秦中山町

鉄筋コンクリート造，地上２階建て
延べ床面積 2,711 ㎡ 敷地面積 10,327 ㎡

指定管理

第１種低層住居専用地域

⑵　建設年次，大規模改修（長寿命化）実施時期等（庁舎施設改修シミュレーションより）

建設年次

直近の大規模改修実施時期

大規模改修費用見込み

⑶　稼働率，稼働状況等（令和元年度）

91.2 人／日

総利用者数 33,299 人

年間稼働日数（休館日除く） 365 日

55.5 ％

⑷　年間経費（令和元年度実績） （単位：千円）

△ 11 円／人

△ 11 円／人

 　※　△が表示されているものは，収入超過を示している。

　①　利用者１人当たりの年間経費（（支出―収入）÷総利用者数）

　②　利用者１人当たりの年間経費（指定管理料等除く）

２　設置目的（現状との乖離があれば記載）

115,443 115,825

民間施設の充実を踏まえ，今後も施設を保有し続ける必要があるか，検討が必要。

公共施設のあり方点検　総括表

宇多野ユースホステル 産業観光局　観光MICE推進室

所在地

規制内容

構造等

管理方法 施設の管理者 （一財）京都ユースホステル協会

　①　１日当たりの利用者数

うち，指定管理料また
は委託料

収入支出

平成２０年６月

令和１０年（築１３年経過）

改修　230,584(千円)

　②　稼働率



３　「機能」の今日的意義の検証

⑴　「施設」と「機能」の分離の可否（当該施設でないと提供できない機能か否か）

⑵　施設の統廃合，施設と機能（サービス）の切り分けにおける課題

⑶　財政的な問題（国庫補助金の返還等）

　当該施設は，コロナの影響を受ける前には，一定数の利用があり，経常運営では一般財源負担は生じ
ていない。
　一方で，広く「宿泊施設」という意味では代替できる施設は存在し，また，中長期的に見た場合は，
多額の改修経費が必要となる。
　これらのことから，当面は現状どおり運営するが，今後のあり方について検討を行っていくことが適
切であると考える。

５　施設所管部署内での検討状況

４　その他（考慮すべき特殊事情等）

・平成18，19年に改築を行っているため，売却しても市債の償還が必要。
・毎年，収入から一定額，京都市に納付を行っている。

宿泊施設という性質上，施設と機能の切分けはできない。



※宿泊税1人1泊200円が別途必要です。
※部屋を貸切利用される場合は、定員分の料金をお支払いください。
※YH会員、非会員ともに宿泊料金は同額です。
※税10％込。税率改定に伴い変更となります。　 ※定員： 170名




